
随意契約結果及び契約の内容

業    務    の    名    称

業 務 概 要

契  約  担  当  官  等  の
氏  名  並  び  に  そ  の
所  属  す  る  部  局  の
名  称  及  び  所  在  地

契    約    年    月    日

契    約    業    者    名

契  約  業  者  の  住  所

契 約 金 額

予 定 価 格

随意契約によることとした理由

業 務 場 所

業 種 区 分

履   行   期   間  （ 自 ）

履   行   期   間  （ 至 ）

備 考

令和元年度　ダム施工合理化調査分析評価業務

データ集計　1式、データ整理・確認　1式、データの統計処理　1 
式、データ分析評価　1式、現行資料との試算・比較及び改定案等 
作成　１式、技術管理に係る検討　1式

支出負担行為担当官中部地方整備局長  勢田　昌功

名古屋市中区三の丸２丁目５番１号

令和　元年　７月１０日

令和元年度ダム施工合理化調査分析評価業務　ダム技術センター・日本振興設計共同体

東京都台東区池之端２－９－７　池之端日殖ビル２階

３１,７９０,０００ 円（税込み）

３１,８７８,０００ 円（税込み）

本業務は、施工形態等の実地状況調査により得られたダム施工合理化調査デー
タ（基礎データ）を基に、近年のダム技術の施工実態の変化要素及び情報化・
省力化施工について分析及び評価を行い、ダム施工合理化のための基礎資料を
作成するものである。

上記業者は企画提案書の提出があった唯一の者であり、企業及び配置予定管理
技術者の実績・信頼度、業務の実施方針・実施体制、特定テーマに対する提　
案、ヒアリング結果について、総合的に評価を行った結果、求める業務内容
等に合致し優れていることから、特定したものである。　

適用法令：会計法第２９条の３第４項

　　　　　予算決算及び会計令１０２条の４第３号　

土木関係建設コンサルタント業務

令和　元年　７月１１日

令和　２年　３月１９日



１．件名 令和元年度　ダム施工合理化調査分析評価業務

２．所属事務所 河川部河川工事課

３．入札日時 令和元年７月８日　１４時００分

参考見積

5 4 2 （-2） 11 5 5 10 4 24 10 5 50 - 65 100 － －

1
令和元年度　ダム施工合理化調査分析評価業務

ダム技術センター・日本振興設計共同体 5 4 2 － 11 5 5 7 － 17 10 3 26 - 39 67 ○ ○
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業務実績
企業信頼度
(優良表彰の

有無)

特定

資格

番号 称号又は名称

小計
非特定要
件に該当

実施方針

業務実績
事故及び不
誠実な行為

技術者
信頼度

(優良表彰の
有無)

業務成績

令和元年度　ダム施工合理化調査分析評価業務　　技術点評価結果（簡易公募型プロポーザル方式（拡大））  

テーマ１：ＲＣＤ工法及び台形ＣＳＧにおける試験項目を積算に反映させる上で
　　　　　　調査・分析に必要な項目を整理するための留意点

基本事項（企業）

小計

企画提案書

合計

管理技術者

業務実施
体制

特定テーマ

業務コスト
の妥当性

テーマ①

基本事項（技術者）

小計

業務成績




